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平
成
30
年
度
　
新
入
生
を
迎
え
て

　

新
入
生
の
皆
さ
ん
、
ご
入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
大
学
生
活
と
い
う
新
し
い
ス
テ
ー
ジ
が
始
ま
り

ま
す
。
在
学
中
は
き
っ
と
様
々
な
人
と
出
会
い
、
様
々
な

経
験
が
で
き
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

そ
し
て
、そ
の
全
て
が
自
分
を
成
長
さ
せ
て
く
れ
る
チ
ャ

ン
ス
で
す
。
た
く
さ
ん
の
こ
と
に
挑
戦
す
る
気
持
ち
を
大

切
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
新
し
い
生
活
に
不
安
や
悩
み
を
抱
え
る
こ
と
も

あ
る
で
し
ょ
う
。
そ
の
時
は
ぜ
ひ
、
先
生
方
や
先
輩
方
に

頼
っ
て
く
だ
さ
い
。
き
っ
と
力
に
な
っ
て
く
れ
る
は
ず
で

す
。
素
敵
な
大
学
生
活
と
な
る
こ
と
を
祈
っ
て
い
ま
す
。

　

実
は
、
中
学
生
棋
士
藤
井
聡
太
15
歳
に
つ
い
て
書
こ
う

と
し
た
の
は
こ
の
２
月
の
頭
、本
学
が
発
行
し
て
い
る
メ
ー

学
長
　
　
廣
江
　
彰

平
成
30
年
度
　
学
友
会
役
員
決
定

町
田
キ
ャ
ン
パ
ス
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飛
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悠
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Ｐ
Ｂ

　

役　
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小
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莉
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Ｄ
Ａ

　

役　

員　
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モ
リ
エ
ダ　

３
Ｐ
Ｂ

　

役　

員　
　

栗
林　

南
月　

２
Ｄ
Ｂ

読
書
が「
頭
脳
」の
糧
と
な
る
確
か
な
お
話
し

　
　
　
　 

―

棋
士
藤
井
聡
太
六
段
の
創
り
方

学
友
会
会
長
　
飛
田 

悠
里

ル
マ
ガ
ジ
ン
２
月
号
に
向
け
て
の
こ
と
で
し
た
。
し
か

し
、
最
終
締
切
日
、
こ
れ
以
上
待
て
な
い
と
い
う
２
月
１

日
17
時
に
な
っ
て
も
「
第
11
回
朝
日
杯
将
棋
オ
ー
プ
ン

戦
」
の
決
着
が
つ
か
ず
、
別
原
稿
を
掲
載
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　
「
オ
ー
プ
ン
戦
」
で
梶
浦
宏
孝
四
段
と
の
対
局
に
決
着
が

つ
い
た
の
は
１
日
の
深
夜
。
こ
の
勝
利
で
五
段
に
昇
格
と

思
っ
た
ら
、
２
月
17
日
に
は
準
決
勝
で
羽
生
善
治
竜
王
を

破
り
、
決
勝
で
広
瀬
章
人
八
段
に
も
勝
利
、
あ
れ
よ
あ
れ

よ
の
間
に
藤
井
六
段
が
誕
生
し
ま
し
た
。
こ
の
ニ
ュ
ー
ス
、

ピ
ョ
ン
チ
ャ
ン
五
輪
、
男
子
フ
ィ
ギ
ア
ス
ケ
ー
ト
・
シ
ン

グ
ル
で
の
金
、
銀
同
時
獲
得
に
隠
れ
た
感
も
あ
り
ま
す
が
、

中
学
生
の
優
勝
は
初
め
て
、
六
段
昇
格
も
加
藤
一
二
三
氏

の
記
録
を
破
る
最
年
少
で
の
快
挙
と
な
り
ま
す
。

　

私
が
藤
井
六
段
に
つ
い
て
書
き
た
い
と
思
っ
た
理
由
、

「
天
才
」
棋
士
ぶ
り
に
関
心
を
持
っ
た
か
ら
で
は
な
く
、
彼

の
小
学
４
年
生
で
の
作
文
を
知
っ
た
か
ら
で
し
た
。
そ
の

作
文
、
将
来
の
夢
が
「
名
人
を
こ
す
」
と
あ
る
の
は
当
然

と
し
て
、
驚
く
の
は
「
最
近
読
ん
で
面
白
か
っ
た
本
ベ
ス

ト
３
」
に
、
百
田
尚
樹
、
沢
木
耕
太
郎
、
椎
名
誠
の
作
品

を
挙
げ
て
い
る
こ
と
で
し
た
。
百
田
尚
樹
『
海
賊
と
よ
ば

れ
た
男
』
は
２
０
１
２
年
刊
行
、
翌
年
11
月
の
本
屋
大
賞

受
賞
で
す
か
ら
、
受
賞
前
に
読
ん
で
い
た
こ
と
に
は
な
り

ま
す
。
後
者
の
『
深
夜
特
急
』、『
ア
ド
・
バ
ー
ド
』
も
、

小
学
４
年
生
に
「
面
白
い
」
か
？
と
さ
え
。

　

藤
井
六
段
の
会
見
で
気
付
く
の
は
語
彙
の
豊
富
さ
。
合

間
に
「
ま
ァ
」
が
入
っ
て
羽
生
竜
王
に
似
て
い
る
の
は
「
ご

愛
嬌
」
と
し
て
も
、
思
考
が
言
葉
で
し
っ
か
り
組
み
立
て

ら
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
そ
う
考
え
る
と
、
因

果
関
係
が
あ
る
と
ま
で
は
い
い
ま
せ
ん
が
、
藤
井
六
段
誕

生
と
読
書
・
言
葉
に
相
関
関
係
が
あ
る
の
は
確
か
。

　

私
た
ち
非
「
天
才
」
が
藤
井
六
段
か
ら
学
ぶ
の
は
、「
地

道
に
コ
ツ
コ
ツ
」
読
書
に
励
む
こ
と
。
文
字
離
れ
が
続
く

現
在
、
新
入
生
の
み
な
さ
ん
に
は
読
書
に
勤
し
ん
で
欲
し

い
、
本
学
附
属
図
書
館
や
生
活
文
化
博
物
館
で
「
楽
し
ん

で
」
欲
し
い
、
そ
う
願
う
の
で
す
。

　

役　

員　
　

遠
藤　

優
菜　

２
Ｐ
Ａ

千
代
田
三
番
町
キ
ャ
ン
パ
ス

　

副
会
長　
　

井
ノ
上　

美
月　

３
Ｇ
Ｂ

　

役　

員　
　

飯
田　

優
理　

３
Ｇ
Ａ

　

役　

員　
　

飯
島　

京
香　

３
Ｇ
Ｃ

　

役　

員　
　

佐
藤　

紅
実　

３
Ｈ
Ａ

　

役　

員　
　

岡
本　

真
帆　

３
Ｈ
Ｂ

　

役　

員　
　

齋
藤　

結
衣　

３
Ｈ
Ｃ
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町
田
キ
ャ
ン
パ
ス

　

会　

長　
　

飛
田　

悠
里　

３
Ｐ
Ｂ

　

役　

員　
　

小
林　

莉
和　

３
Ｄ
Ａ

　

役　

員　
　

菅
井　

遥　

モ
リ
エ
ダ　

３
Ｐ
Ｂ

　

役　

員　
　

栗
林　

南
月　

２
Ｄ
Ｂ

　

こ
の
た
び
、
私
、
加
地
雄
一
（
臨
床
心
理
学
研
究
室
）
が
、

錯
視
・
錯
聴
コ
ン
テ
ス
ト（
第
９
回
）で
３
位
入
賞
し
ま
し
た
。

受
賞
作
品
「
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
盲
」
は
、
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
様
の

図
形
が
周
辺
視
野
で
欠
け
て
見
え
る
と
い
う
も
の
で
す
。
周

辺
視
野
の
上
下
左
右
ど
こ
で
も
生
じ
る
た
め
、
網
膜
上
の
盲

点
の
せ
い
で
は
な
さ
そ
う
で
す
。
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
現
象
が

生
じ
る
の
か
、
授
賞
式
で
活
発
な
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行

わ
れ
ま
し
た
が
、
ま
だ
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
発
見
者
の
私

が
本
学
で
研
究
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

授
賞
式
は
日
本
基
礎
心
理
学
会
第
36
回
大
会
の
懇
親
会

（
２
０
１
７
年
12
月
2

日
）
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
審
査
委
員
長
の
北

岡
明
佳
先
生
（
立
命
館

大
学
教
授
）
か
ら
賞
状

を
拝
受
し
ま
し
た
。
北

岡
先
生
は
錯
視
研
究
、

錯
視
ア
ー
ト
で
世
界
的

に
著
名
な
先
生
で
、
音

楽
家
レ
デ
ィ
ー
・
ガ
ガ

の
ア
ル
バ
ム
『
ア
ー
ト

ポ
ッ
プ
』
の
盤
面
の
デ
ザ
イ
ン
も
手
が
け
て
い
ま
す
。
私
は

北
岡
先
生
の
フ
ァ
ン
と
し
て
普
段
か
ら
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
や
書

籍
を
拝
読
し
て
い
る
の
で
、
直
接
お
会
い
で
き
て
非
常
に
嬉

し
か
っ
た
で
す
。

　

受
賞
作
品
は
コ
ン
テ
ス
ト
の
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
で
公
開
さ
れ

て
い
ま
す
。
他
の
作
品
も
大
変
面
白
い
も
の
ば
か
り
で
す
の

で
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
受
賞
作
品
はVisiom

e 

と

い
う
ア
ー
カ
イ
ブ
に
英
文
で
登
録
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
ア
ー

カ
イ
ブ
は
、
理
化
学
研
究
所
（
ニ
ュ
ー
ロ
イ
ン
フ
ォ
マ
テ
ィ

ク
ス
国
際
統
合
機
構 INCF

日
本
ノ
ー
ド
）
が
運
営
し
て
い

る
視
覚
コ
ン
テ
ン
ツ
の
国
立
電
子
図
書
館
で
す
。

　

今
回
こ
の
よ
う
な
評
価
を
受
け
て
大
変
光
栄
に
思
い
ま

す
。
こ
れ
を
励
み
に
今
後
も
本
学
で
の
職
務
に
従
事
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

錯
視
・
錯
聴
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞

授賞式での北岡先生（右）と加地（左）

　

平
成
29
年
11
月
11
日
（
土
）
午
後
１
時
か
ら
、
町
田
キ
ャ

ン
パ
ス
で
学
校
法
人
東
京
家
政
学
院
奨
学
金
と
光
塩
会
奨
学

金
の
授
与
式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
学
校
法
人
東
京
家
政
学
院
奨
学
金
と
光
塩
会
奨
学
金

は
、
勉
学
に
努
力
し
た
２
年
生
以
上
の
成
績
優
秀
者
に
支
給

さ
れ
る
も
の
で
、
各
学
科
か
ら
の
推
薦
を
受
け
毎
年
教
授
会

で
授
与
者
が
決
め
ら
れ
ま
す
。

　

授
与
式
に
は
廣
江
学
長
ほ
か
大
学
役
職
者
、
光
塩
会
か
ら

は
会
長
・
副
会
長
が
参
列
し
ま
し
た
。
廣
江
学
長
か
ら
学
校

法
人
東
京
家
政
学
院
奨
学
金
の
授
与
が
行
な
わ
れ
、
次
に
永

山
光
塩
会
会
長
か
ら
光
塩
会
奨
学
金
の
授
与
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
引
き
続
き
、
学
長
と
光
塩
会
長
か
ら
、
祝
福
と
激
励
の

お
言
葉
が
あ
り
、な
ご
や
か
な
中
で
授
与
式
は
終
了
し
ま
し
た
。

平
成
29
年
度　

奨
学
金
授
与
式　

Ｋ
Ｖ
Ａ
祭
開
催

　

平
成
29
年
11
月
11
日
（
土
）・
12
日
（
日
）
に
開
催
さ
れ
、

学
内
を
中
心
に
50
団
体
約
８
０
０
人
の
参
加
者
が
Ｋ
Ｖ
Ａ
祭

を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。
特
に
人
気
だ
っ
た
の
は
留
学
生
に
よ

る
本
場
の
焼
餃
子
で
、
絶
え
間
な
く
購
入
者
が
来
店
し
て
い

ま
し
た
。

　

ゲ
ス
ト
出
演
は
、
11
日
に

子
ど
も
達
に
人
気
の
ア
ン
パ

ン
マ
ン
シ
ョ
ー
、
12
日
は
、

多
く
の
フ
ァ
ン
が
来
場
し
た

山
崎
育
三
郎
さ
ん
の
ト
ー
ク

シ
ョ
ー
の
ほ
か
、
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
の
ラ
イ
ブ
な
ど
も
あ

り
、
幅
広
い
世
代
が
楽
し
め

る
２
日
間
と
な
り
ま
し
た
。

　

役　

員　
　

遠
藤　

優
菜　

２
Ｐ
Ａ

千
代
田
三
番
町
キ
ャ
ン
パ
ス

　

副
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ノ
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美
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Ｇ
Ｂ

　

役　

員　
　

飯
田　

優
理　

３
Ｇ
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香　

３
Ｇ
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役　

員　
　

佐
藤　

紅
実　

３
Ｈ
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役　

員　
　

岡
本　

真
帆　

３
Ｈ
Ｂ

　

役　

員　
　

齋
藤　

結
衣　

３
Ｈ
Ｃ

イーアス高尾ショー12日（日）に開催のお笑い芸人司会による
ビンゴ大会の一コマ

イ
ー
ア
ス
高
尾
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー

『
幸
せ
を
運
ぶ
パ
ン
プ
キ
ン
パ
ー
テ
ィ
ー
』の
企
画
・
運
営

　

被
服
構
成
学
研
究
室
（
衣
分
野
）
で
は
、
オ
ペ
ラ
や
バ
レ

エ
公
演
の
衣
装
デ
ザ
イ
ン
と
制
作
を
行
い
、
近
隣
の
商
業
施

設
で
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
イ
ー
ア
ス
高
尾
で
は
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
の
オ
リ
ジ
ナ

ル
ス
ト
ー
リ
ー
を
作
成
し
、
ア
テ
レ
コ
に
よ
り
演
劇
的
な
要

素
を
取
り
入
れ
た
ユ
ニ
ー
ク
な
演
出
、
魔
女
を
イ
メ
ー
ジ
し

た
舞
台
衣
装
が
登
場
し
ま
し
た
。
ま
た
、
お
楽
し
み
プ
レ
ゼ

ン
ト
で
集
客
し
、
観
客
を
惹
き
つ
け
る
演
出
も
加
え
、
皆
様

に
楽
し
い
ひ
と
時
を
提
供
し
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
地
域
連
携
活
動
は
、
商
業
施
設
と
大
学
に

と
っ
て
、と
も
に
有
益
で
あ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
さ
ら
に
、
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平
成
29
年
度
の
東
京
家
政
学
院
大
学
公
開
講
座
は
、

別
表
の
と
お
り
開
催
し
、
好
評
の
う
ち
無
事
終
了
い
た

し
ま
し
た
。

　

平
成
30
年
度
の
予
定
は
、
決
ま
り
次
第
、
順
次
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

「
公
開
講
座
」
開
催
報
告

「
特
別
公
開
講
座
」
開
催
報
告

企
業
連
携

　
発
表
会
に
併
設
高
校
の
生
徒
も
参
加
！

　

現
代
家
政
学
科
の
授
業
「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
カ
ラ
ー
演

習
」
で
は
、
ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス
コ
ー
ヒ
ー
ジ
ャ
パ
ン
と
産

学
連
携
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
回
の
対
象
店
舗
は
、
今
、

京
都
で
注
目
の
ス
ポ
ッ
ト
『
京
都
二
寧
坂
ヤ
サ
カ
茶
屋

店
』で
す
。
学
生
た
ち
は
本
社
を
訪
れ
企
業
理
念
を
学
び
、

店
舗
の
事
前
調
査
を
行
い
、
ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス
と
古
都
京

都
の
イ
メ
ー
ジ
を
融
合
さ
せ
た
、
ユ
ニ
ー
ク
な
小
物
の

数
々
を
創
作
し
ま
し
た
。

　

平
成
29
年
度
の
特
別
公
開
講
座
は
、
町
田
キ
ャ
ン
パ
ス

に
て
、
10
月
26
日
（
木
）、
本
学
の
卒
業
生
で
英
国
園
芸
研

究
家
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
ケ
イ
山
田
氏
を
お
迎
え
し
て
「
新

し
い
こ
と
へ
の
挑
戦　

〜
私
と
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
〜
」
を
ご

講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
千
代
田
三
番
町
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、
11
月
30
日

（
木
）、
法
政
大
学
大
学
院
教
授
の
樋
口
一
清
氏
を
お
迎
え

ケイ山田先生による講演風景

樋口一清先生による講演風景

イーアス高尾ショー

　

授
業
時
に
行
わ
れ
た
発
表
会
に
は
、
併
設
高
校
の
生
徒

も
参
加
し
、
大
学
生
に
よ
る
作
品
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
や
、
ス
タ
バ
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
方
々
か
ら
の
親
身
な
講

評
に
熱
心
に
耳
を
傾
け
て

い
ま
し
た
。
授
業
後
、「
興

味
深
い
内
容
で
、
大
学
で

の
学
び
を
一
足
先
に
体
験

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。」
と
の
感
想
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

今
後
の
高
大
連
携
に
も

繋
が
る
貴
重
な
機
会
に
な

り
ま
し
た
。

発表会風景（左手前は参加の併設高校の生徒）

別表　平成 29 年度 公開講座実施状況

開催
キャンパス

千
代
田
三
番
町
キ
ャ
ン
パ
ス

町
田
キ
ャ
ン
パ
ス

講 座 名

食品と加工（全 2 回）
－味噌造り・コンニャク－

健康食品の上手な活用（全 1 回）
－表示を正しく理解しよう－

特別支援学校における
金銭教育を考える（全 1 回）

工芸制作　（全 3 回）
－寄木を活かした小物づくり④ －

開 催 日

６月  ３日
９月  ２日

１０月２１日

１１月２３日

１０月１４日
２１日
２８日

担 当 教 員

林 一也 教授
綿貫 仁美 助教

田中 弘之 教授
海野 知紀 教授

小野 由美子 准教授

高尾 純宏 准教授

し
「
消
費
者
の
チ
カ
ラ
で
未
来
を
拓
く
」
を
ご
講
演
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
学
生
・
教
職
員
を
は
じ
め
、
一
般
の
方
も
ご

参
加
い
た
だ
き
、
好
評
の
う
ち
無
事
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

学
生
た
ち
は
、
自
ら

が
積
極
的
に
楽
し
む

こ
と
も
大
切
に
し
て

い
ま
す
。

　

教
育
効
果
の
ね
ら
い

は
、①
企
業
の
担
当
者

に
的
確
な
プ
レ
ゼ
ン
が

で
き
る
、②
制
作
・
準

備
・
練
習
の
日
程
計
画

や
健
康
管
理
が
で
き

る
、③
ト
ラ
ブ
ル
の
解

決
と
対
処
が
で
き
る
、

④
本
学
の
学
生
と
し
て

の
自
覚
と
社
会
的
な
マ

ナ
ー
を
も
つ
、⑤
学
年

を
越
え
た
繋
が
り
を
深

め
る
こ
と
な
ど
で
す
。

（
２
０
１
７
年
10
月
28
日 

イ
ー
ア
ス
高
尾 

そ
よ

か
ぜ
広
場
に
て
開
催
）
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難
民
映
画
の
上
映
会
を
10
月
と
11
月
に
両
キ
ャ
ン
パ
ス

で
開
催
し
ま
し
た
。

　

上
映
作
品“

C
ast from

 the Storm
”

の
舞
台
は
、オ
ー

ス
ト
リ
ア
の
高
校
に
あ
る
難
民
の
た
め
の
英
語
ク
ラ
ス
。

こ
こ
で
は
、
生
徒
達

の
体
験
を
劇
に
す
る

こ
と
で
、
つ
ら
い
思

い
を
共
有
し
、
前
に

向
か
う
力
と
す
る
と

い
う
取
り
組
み
が
行

わ
れ
て
お
り
、
映
画

は
一
人
一
人
が
そ
れ

ぞ
れ
の
物
語
を
語
る

と
こ
ろ
か
ら
、
劇
を

上
演
す
る
と
こ
ろ
ま

で
を
追
っ
て
い
き
ま

す
。「
死
を
覚
悟
し
て

家
族
で
難
民
ボ
ー
ト

に
乗
っ
た
」「
通
っ
て

い
た
学
校
に
爆
弾
が

落
ち
て
同
級
生
の
多

く
が
亡
く
な
っ
た
」

「
紛
争
地
に
一
人
残
し
て
来
た
母
を
案
じ
て
い
る
」･･･

一

見
、
明
る
く
元
気
な
普
通
の
高
校
生
の
口
か
ら
語
ら
れ
る

体
験
と
、
本
気
で
向
き
合
う
ス
タ
ッ
フ
の
姿
に
１
０
９
名

が
見
入
り
ま
し
た
。

　

上
映
後
に
は
、「
初
め
て
知
っ
た
こ
と
ば
か
り
で

シ
ョ
ッ
ク
だ
っ
た
」「『
話
す
』
こ
と
の
パ
ワ
ー
と
生
徒

メインエントランス・管理棟の全景

都道校名看板

町
田
キ
ャ
ン
パ
ス 

大
規
模
修
繕
工
事
第
一
期

「
東
京
家
政
学
院
大
学
地
域
交
流
会
２
０
１
７
」

　

11
月
30
日
（
木
）、
町
田
キ
ャ
ン
パ
ス
の
ロ
ー
ズ
コ
ー
ト

に
て
本
学
主
催
・
西
武
信
用
金
庫
共
催
・
相
模
原
市
後
援

「
東
京
家
政
学
院
大
学
地
域
交
流
会
２
０
１
７
」
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

当
日
は
、
西
武
信
用
金

庫
法
人
推
進
部　

吉
野
弘

毅
様
、
本
学
廣
江
彰
学
長

よ
り
開
会
の
ご
挨
拶
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
次
に
、

弁
理
士 

尾
関
眞
里
子
先
生

に
よ
る
「
知
的
財
産
権
の

基
礎
知
識
〜
特
許
に
つ
い

て
〜
」
の
講
演
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
続
い
て
行
い
ま

し
た
連
携
事
例
発
表
に
お
い
て
は
、
本
学
で
取
り
組
ん
で
い

る
中
か
ら
「
子
育
て
の
お
母
さ
ん
と
そ
の
子
ど
も
を
対
象
と

し
た
保
育
付
き
料
理
教
室
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」、「
ピ
ー
ナ
ッ
ツ

薄
皮
濃
縮
液
、
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
及
び
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
加
工
品
を
用

い
た
レ
シ
ピ
開
発
」、「
イ
ー
ア
ス
高
尾
で
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

シ
ョ
ー
」
の
３
件
に
つ
い
て
、
学
生
が
発
表
し
、
連
携
パ
ー

ト
ナ
ー
の
Ｊ
Ａ
横
浜
と
株
式
会
社
川
越
屋
の
方
々
か
ら
コ
メ

ン
ト
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
連
携
事
例
パ
ネ
ル
展
示
交
流
会
の
ブ
ー
ス
で
は
、

今
年
度
、
連
携
し
て
い
る
10
件
の
事
例
パ
ネ
ル
の
展
示
や
、

学
生
が
、
地
域
連
携
を
通
じ
て
開
発
し
た
試
作
品
の
試
食
を

行
い
ま
し
た
。
学
生
や
教
員
が
、参
加
さ
れ
た
14
の
自
治
体
・

企
業
・
団
体
の
方
々
に
展
示
の
内
容
や
試
作
品
に
つ
い
て
の

説
明
を
行
う
等
、
活
発
な
意
見
・
情
報
交
換
が
行
わ
れ
、
充

実
し
た
地
域
交
流
会
と
な
り
ま
し
た
。

弁理士尾関眞里子先生による講演風景

国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

　“
C
a
st F

ro
m
 th
e
 S
to
rm
”

上
映
会

 
 

　
　

―
 

難
民
に
つ
い
て
考
え
る ―

　

町
田
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、
開
校
以
来
32
年
が
経
過
し
現
在

に
至
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
間
、
一
部
の
棟
を
除
き
外
壁

の
改
修
工
事
を
実
施
し
ま
し
た
が
、
そ
の
後
、
一
定
の
年

数
が
経
過
し
外
壁
等
の
劣
化
が
進
行
し
て
い
る
状
況
で
し

た
。
こ
の
事
態
を
改
善
す
る
た
め
、
今
年
度
か
ら
キ
ャ
ン

パ
ス
内
各
棟
を
対
象
と
す
る
大
型
改
修
工
事
計
画
に
基
づ

き
、
主
に
外
壁
等
の
改
修
工
事
を
第
一
期
と
し
て
向
こ
う

３
年
の
期
間
で
五
棟
の
改
修
工
事
を
完
了
さ
せ
る
計
画
内

容
で
あ
り
ま
す
。

　

第
一
期
の
初
年
度
は
、
管
理
棟
・
メ
イ
ン
エ
ン
ト
ラ
ン

ス
・
３
号
棟
・
都
道
に
面
す
る
校
名
道
路
看
板
の
改
修
を

予
定
し
、
既
に
管
理
棟
・
メ
イ
ン
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
は
、
次

の
よ
う
に
竣
工
当
時
を
彷
彿
と
さ
せ
る
外
観
に
綺
麗
に
仕

上
が
り
ま
し
た
。

千代田三番町キャンパス上映会の様子

達
の
力
強
さ
に
感
動
し
た
」「
世
界
の
平
和
と
難
民
の
人

権
尊
重
を
願
う
」「
自
分
に
で
き
る
こ
と
を
何
か
し
た
い
」

等
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
、
難
民
が
自
分
達
と
変
わ
ら
な
い

「
普
通
の
人
」
で
あ
る
と
い
う
認
識
を
共
有
で
き
た
貴
重

な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
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＜お問い合わせ先＞

東京家政学院大学・大学院
〒194-0292
東京都町田市相原町2600番地
町田キャンパス 入試広報グループ
TEL.042-782-9411
URL  http://www.kasei-gakuin.ac.jp/
E-mail：nyushi@kasei-gakuin.ac.jp

◆2019年度 東京家政学院大学 入試日程等

※1 出願期間は、郵送での受付期間（最終日の消印有効）を表します。
※2 推薦入試の窓口受付は、町田キャンパス入試広報グループ窓口に限ります。
※3 スカラシップ入試、一般入試、センター試験利用入試の窓口受付は、千代田三番町、

町田の両キャンパスで行います。
※4 私費外国人留学生試験の窓口受付は、出願期間中（土・日曜、祝日を除く）の

町田キャンパス入試広報グループ窓口に限ります。
★ 日程は変更になる場合があります。詳細は大学案内、学生募集要項をご参照ください。
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〒 305-0031 茨城県つくば市吾妻3-1
TEL.029-858-4811（代表）
FAX.029-858-7388

URL http://www.tsukuba-g.ac.jp

学
長
　
大
島
　
愼
子

学
友
会
会
長
　
寺
門 

達
輝

平
成
30
年
度
　
新
入
生
を
迎
え
て

　

平
成
30
年
度
、
筑
波
学
院
大
学
学
友
会
会
長
に
就
任
し

ま
し
た
寺
門
達
輝
で
す
。
私
は
入
学
時
よ
り
学
友
会
活
動

に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
２
年
間
を
振
り
返
る
と
、

多
く
の
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
運
営
を
通
し
て
皆
さ
ん
の
よ
り

充
実
し
た
学
生
生
活
に
貢
献
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
実

感
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、Ｋ
Ｖ
Ａ
祭
で
は
地
域
貢
献
の
一
環

と
し
て
毎
年
子
供
た
ち
が
楽
し
み
に
待
っ
て
い
る
「
お
化

け
屋
敷
」
を
企
画
し
、
昨
年
度
も
多
く
の
子
供
た
ち
を
迎

え
、
楽
し
ん
で
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

学
友
会
は
「
会
員
相
互
の
親
睦
と
品
位
の
向
上
を
図
る

と
共
に
、
自
主
精
神
と
Ｋ
Ｖ
Ａ
精
神
を
基
と
し
て
人
間
形

成
に
努
め
、
あ
わ
せ
て
筑
波
学
院
大
学
の
発
展
向
上
に
寄

与
す
る
こ
と
」
を
目
的
と
し
た
組
織
で
す
。
こ
の
目
的
を

達
成
す
る
為
の
努
力
を
惜
し
ま
ず
取
組
ん
で
ま
い
り
た
い

と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
学
生
生
活
を
振
り
返
っ
た
と
き
に

思
い
出
し
て
も
ら
え
る
よ
う
な
学
生
同
士
の
親
睦
を
深
め

る
交
流
企
画
の
運
営
や
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
に
も

尽
力
し
て
い
く
所
存
で
す
。

　

ご
入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
は
、
本
日
か
ら
は
学
生
と
呼
ば
れ
ま
す
。
生
徒

と
学
生
の
違
い
は
、
広
辞
苑
に
よ
れ
ば
、
生
徒
は
「
教
育

新
入
生
を
迎
え
て

を
受
け
る
者
」
と
さ
れ
、
学
生
は
「
学
業
を
修
め
る
者
」

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
学
生
は
、
よ
り
積
極
的
に

学
修
に
取
り
組
む
と
い
う
意
味
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
皆
さ

ん
は
、
漫
然
と
授
業
を
受
け
る
の
で
は
な
く
、
目
的
意
識

を
も
っ
て
大
学
生
活
を
過
ご
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う

こ
と
で
す
。

　

目
的
意
識
と
は
、
何
に
つ
い
て
学
び
た
い
か
、
将
来
ど

の
よ
う
な
職
業
に
つ
き
た
い
か
、
ど
ん
な
人
に
な
り
た
い

か
、
な
ど
自
分
の
将
来
像
、
自
分
が
生
き
る
社
会
を
イ

メ
ー
ジ
し
て
、
勉
強
に
取
り
組
む
こ
と
で
す
。

　

現
在
、
４
年
制
大
学
へ
の
進
学
率
は
50
％
強
で
あ
り
、

皆
さ
ん
は
大
学
で
学
べ
る
機
会
を
得
た
こ
と
を
ご
両
親
に

感
謝
し
、
大
学
で
学
ぶ
意
義
、
つ
ま
り
社
会
で
通
用
す
る

高
度
な
知
識
、
技
術
と
社
会
常
識
を
身
に
つ
け
て
未
来
の

社
会
へ
責
任
を
も
つ
こ
と
を
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

社
会
常
識
と
は
社
会
生
活
を
営
む
上
で
巡
り
合
う
様
々

な
事
柄
に
対
し
て
理
解
し
、
正
し
く
判
断
し
て
行
動
す
る

た
め
に
必
要
な
基
礎
的
な
知
識
と
能
力
の
こ
と
で
す
。

　

筑
波
学
院
大
学
は
、
学
校
法
人
東
京
家
政
学
院
の
建
学

の
理
念
で
あ
る
Ｋ
Ｖ
Ａ
精
神
、
す
な
わ
ち
、
知
識
の
啓
発
、

徳
性
の
涵
養
、
技
術
の
練
磨
を
継
承
し
、
外
国
語
能
力
と

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
能
力
を
基
礎
と
し
て
国
際
教
養
と
経
営
感
覚

を
習
得
し
て
社
会
に
貢
献
す
る
人
材
を
育
成
し
て
い
ま

す
。
流
動
的
な
社
会
で
学
生
が
自
立
す
る
た
め
に
は
、
多

様
な
価
値
観
や
異
文
化
を
理
解
す
る
柔
軟
性
、
お
よ
び
ロ

ジ
カ
ル
な
思
考
を
的
確
に
表
現
し
て
実
行
す
る
行
動
力
が

必
要
で
す
。

　

本
学
で
は
、「
つ
く
ば
市
を
キ
ャ
ン
パ
ス
に
」
し
て
地

域
の
自
治
体
、
企
業
で
活
動
す
る
必
修
授
業
が
あ
り
、
こ

の
取
り
組
み
は
12
年
を
経
て
、
学
生
が
社
会
で
実
践
力
を

磨
き
、
社
会
参
加
意
識
を
も
ち
、
ま
た
地
域
の
課
題
解
決

を
目
指
す
成
果
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
が
充
実
し
た
４
年
間
を
送
る
よ
う
に
、
研
究

者
と
実
務
家
教
員
が
バ
ラ
ン
ス
よ
く
配
属
さ
れ
た
教
職

員
が
、
き
め
細
か
い
指
導
を
行
い
、
学
生
一
人
一
人
の

成
長
を
支
援
し
ま
す
の
で
、
夢
に
向
か
っ
て
進
ん
で
く

だ
さ
い
。
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７
月
24
日（
月
）光
塩
会
の
会
長
、副
会
長
に
お
越
し
頂
き
、

本
学
学
長
室
に
於
い
て
、
平
成
29
年
度
の
奨
学
金
授
与
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。授
与
さ
れ
た
奨
学
金
は
次
の
と
お
り
で
す
。

平
成
30
年
度
　
学
友
会
役
員
決
定
　

平
成
29
年
度
　
奨
学
金
授
与
式

　

昨
年
10
月
31
日
に
茨
城
県
水
戸
市
で
開
か
れ
た
「
第
１

回 

発
掘
！
デ
ィ
ー
プ
い
ば
旅
コ
ン
テ
ス
ト
」
に
お
い
て
、

本
学
の
「
チ
ー
ム
Ｋ
Ｖ
Ａ
」
が
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

同
コ
ン
テ
ス
ト
は
茨
城
県
商
工
労
働
観
光
部
が
主
催
し
、

県
内
で
今
ま
で
活
用
さ
れ
な

か
っ
た
地
域
資
源
を
、
新
し

い
、
魅
力
あ
る
デ
ィ
ー
プ
な
観

光
資
源
と
し
て
活
か
す
ア
イ

デ
ィ
ア
を
高
校
生
、
大
学
生
か

ら
募
集
し
ま
し
た
。

　
「
チ
ー
ム
Ｋ
Ｖ
Ａ
」
は
、「
魅

力
度
最
下
位
の
茨
城
で
日
本
一

を
体
験 ―

県
西
・
県
南
の
観

光
ル
ー
ト
を
作
っ
て
み
た―

」

を
発
表
し
ま
し
た
。
民
間
調
査

で
全
国
都
道
府
県
の
中
で
魅
力

度
最
下
位
と
い
う
茨
城
県
内
に
あ
る
日
本
一
や
日
本
最
古

と
な
る
観
光
資
源
を
紹
介
し
ま
し
た
。
本
学
が
あ
る
県
南

地
区
と
県
西
地
区
は
観
光
地
化
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、

「
デ
ィ
ー
プ
な
旅
」
と
い
う
テ
ー
マ
に
合
致
し
て
い
る
と
い

う
時
事
性
と
ユ
ニ
ー
ク
さ
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

学
生
リ
ー
ダ
ー
か
ら
指
導
教
員
が
相
談
を
受
け
た
時
点

で
は
、
締
め
切
り
１
ヵ
月
を
切
っ
て
い
ま
し
た
が
、
当
初

予
定
さ
れ
て
い
た
テ
ー
マ
を
、話
題
性
に
富
む
今
回
の
テ
ー

マ
に
切
り
替
え
て
、
指
導
教
員
が
ア
ポ
イ
ン
ト
取
り
や
現

地
取
材
を
全
面
的
に
サ
ポ
ー
ト
し
た
結
果
、
何
と
か
発
表

に
こ
ぎ
着
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
茨
城
大
学
や
中
央

大
学
な
ど
の
チ
ー
ム
に
伍
し
て
、
優
秀
賞
と
し
て
最
初
に

名
前
を
呼
ば
れ
て
喜
び
も
ひ
と
し
お
で
し
た
。

「
発
掘
！
デ
ィ
ー
プ
い
ば
旅
コ
ン
テ
ス
ト
」
で
優
秀
賞

学
友
会

　
　

会　

長　
　

寺
門　

達
輝

　
　

副
会
長　
　

飯
塚　

ゆ
り
あ
、
森　

亜
美

　
　

会　

計　
　

石
嶌　

紅
葉
、
大
江　

寧
音
、

　
　
　
　
　
　
　

志
賀　

紅
葉
、
森
田　

雅
大

　
　

書　

記　
　

古
矢　

淳
博
、

　
　
　
　
　
　
　

ア
バ
ロ
ス  

ミ
ゲ
ル  
デ
ィ
エ
ゴ
プ
ラ
モ
リ

　
　

広　

報　
　

小
野　

博
樹
、
麻
生　

和
輝
、

　
　
　
　
　
　
　

軽
部　

杜
威
、
鈴
木　

優
介
、

　
　
　
　
　
　
　

対
馬　

紗
彩
、
内
田　

克
尚

　
　

渉　

外　
　

大
和
田　

圭
吾
、
中
尾　

海
渡
、

　
　
　
　
　
　
　

宗
田　

天
、
日
渡　

光
祐
、

　
　
　
　
　
　
　

赤
羽　

柊
哉
、
杉
山　

隼
輝
、

　
　
　
　
　
　
　

鈴
木　

豊
貴
、
平
岡　

大
幸
、

　
　

会
計
監
査　

久
野　

明
日
輝

　
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長　

田
村　

拓
也

　
　
　
　
　

副
会
長　

杉
山　

隼
輝

　
第
28
回
Ｋ
Ｖ
Ａ
祭
実
行
委
員
会

　
　
　
　

委
員
長　
　

張
替　

紀
樹

　
　
　
　

副
委
員
長　

服
部　

将
吾

平
成
29
年
度
奨
学
金
授
与
式

前
列
右
か
ら

　

大
島
学
長
、

　

永
山
光
塩
会
長
、

　

原
澤
光
塩
会
副
会
長

後
列
右
か
ら

　

望
月
学
長
補
佐
、

　

須
藤
愛
里
沙
、

　

黒
川
紗
里
奈
、

　

今
野
茉
莉
奈
、

　

竹
下
樹
菜
、

　

菊
地
フ
ェ
リ
ペ
、

　

高
藤
学
部
長

■
学
校
法
人
東
京
家
政
学
院
奨
学
金

成
績
が
優
秀
で
、
人
物
と
も
に
優
れ
て
い
る
学
生
に
授
与

さ
れ
ま
す
。

経
営
情
報
学
科　
　
　
　
　

 

４
年　

今
野　

茉
莉
奈

経
営
情
報
学
科　
　
　
　
　

 

３
年　

竹
下　

樹
菜

ビ
ジ
ネ
ス
デ
ザ
イ
ン
学
科　

 

２
年　

菊
地　

フ
ェ
リ
ペ

■
学
校
法
人
東
京
家
政
学
院
創
立
90
周
年
記
念
光
塩
会
奨

学
金

学
業
、
人
物
と
も
に
優
れ
、
か
つ
大
学
へ
の
貢
献
度
が
高

い
学
生
に
授
与
さ
れ
ま
す
。

経
営
情
報
学
科　

４
年　

須
藤　

愛
里
沙

■
光
塩
会
奨
学
金

成
績
が
優
秀
で
、
人
物
と
も
に
優
れ
て
い
る
学
生
に
授
与

さ
れ
ま
す
。

ビ
ジ
ネ
ス
デ
ザ
イ
ン
学
科　

２
年　

黒
川　

紗
里
奈

表
彰
さ
れ
た
皆
さ
ん
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

表彰を受けるリーダーの磯原明日美さん（中央）
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結
婚
・
子
育
て
に
関
す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
30
秒
の
動
画

で
発
信
す
る
「
い
ば
ら
き
結
婚
・
子
育
て
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
動

画
コ
ン
テ
ス
ト
」（
茨
城
県
主
催
）
の
表
彰
式
が
２
０
１
７

年
11
月
19
日
イ
オ
ン
モ
ー
ル
つ
く
ば
内
で
催
さ
れ
、
筑
波

学
院
大
学
の
「
チ
ー
ム
猫

の
手
」
が
制
作
し
た
動
画

「
赤
ち
ゃ
ん
の
魔
法
」
が

結
婚
部
門
で
グ
ラ
ン
プ
リ

に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

メ
ン
バ
ー
は
、
経
営
情

報
学
科
３
年
の
大
久
保
駿

さ
ん
、益
子
雄
太
郎
さ
ん
、

ビ
ジ
ネ
ス
デ
ザ
イ
ン
学
科

２
年
の
関
根
彩
さ
ん
、
石

嶌
紅
葉
さ
ん
の
４
人
で
、

チ
ョ
イ
悪
の
青
年
が
赤

ち
ゃ
ん
の
笑
顔
を
見
て
改

心
し
、
結
婚
に
至
る
と
い

う
動
画
を
制
作
し
ま
し

た
。

　

監
督
を
し
た
大
久
保
さ

ん
は
「
赤
ち
ゃ
ん
の
笑
顔

は
か
わ
い
い
と
い
う
当
た
り
前
の
こ
と
を
、
見
る
人
に
感
じ

て
欲
し
い
と
思
い
制
作
し
ま
し
た
」
と
話
し
、
審
査
員
の
映

画
監
督
、
小
沼
雄
一
さ
ん
は
「
何
よ
り
赤
ち
ゃ
ん
の
表
情
が

素
晴
ら
し
い
。
作
り
手
が
ど
れ
だ
け
対
象
に
興
味
を
持
ち
感

動
し
て
い
る
か
が
感
じ
ら
れ
る
」
と
評
し
ま
し
た
。

　

作
品
は
今
後
、
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど

で
活
用
さ
れ
ま
す
。

チ
ー
ム
猫
の
手
、動
画
コ
ン
テ
ス
ト
で
グ
ラ
ン
プ
リ

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
世
界
大
会
ア
ジ
ア
地
区
予
選

授与式  (左から小沼監督、大久保、益子、関根、石嶌)

　
「
Ａ
Ｃ
Ｍ
国
際
大
学
対
抗
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
コ
ン
テ
ス
ト
」

は
40
年
を
超
え
る
歴
史
を
持
ち
、
毎
年
開
催
さ
れ
る
世
界
的

に
も
由
緒
あ
る
大
学
生
を
対
象
と
し
た
大
規
模
な
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
コ
ン
テ
ス
ト
で
す
。

　

コ
ン
テ
ス
ト
は
、
３
段
階
で
実
施
さ
れ
ま
す
。
最
初
は
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
国
内
予
選
で
す
。
今
年
は
93
大

学
か
ら
３
９
１
チ
ー
ム
が
参
加
し
ま
し
た
。世
界
全
体
で
は
、

昨
年
は
１
０
３
の
国
地
域
か
ら
２
，
９
４
８
大
学
、
１
５
，

４
６
０
チ
ー
ム
が
参
加
し
て
い
ま
す
。
第
２
段
階
が
、
今
回

の
ア
ジ
ア
地
区
つ
く
ば
大
会
と
な
り
ま
す
。
国
内
よ
り
38
大

学
43
チ
ー
ム
、
海
外
よ
り
７
大
学
７
チ
ー
ム
の
計
50
チ
ー
ム

の
参
加
で
２
０
１
７
年
12
月
16
日
か
ら
18
日
の
３
日
間
に
渡

り
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
最
後
に
世
界
最
終
大
会
が
お
こ
な
わ

れ
ま
す
。
今
回
は
２
０
１
８
年
４
月
15
日
か
ら
20
日
に
か
け

て
、
中
国
の
北
京
大
学
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

２
０
１
７
年
は
、
筑
波
学
院
大
学
が
第
１
段
階
、
第
２
段

階
の
ホ
ス
ト
校
を
務
め
ま
し
た
。
約
１
年
前
か
ら
実
行
委
員

会
を
組
織
し
、
準
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

ア
ジ
ア
地
区
つ
く
ば
大
会
は
、
12
月
16
日
にJA

X
A

（
宇

宙
航
空
研
究
開
発
機
構
）
筑
波
宇
宙
セ
ン
タ
ー
の
見
学
会
か

競技会場の様子

ら
ス
タ
ー
ト
し
、つ
く
ば
市
の
つ
く
ば
カ
ピ
オ
に
て
開
会
式
、

練
習
ラ
ウ
ン
ド
を
実
施
、
夕
方
は
筑
波
学
院
大
学
の
フ
レ

ン
チ
レ
ス
ト
ラ
ン
「
カ
フ
ェ
・
ド
・
グ
ル
マ
ン
」
に
て
歓

迎
会
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
17
日
は
つ
く
ば
カ
ピ
オ
に
て

５
時
間
に
渡
る
本
選
、
問
題
解
説
、
表
彰
式
、
懇
親
会
を

実
施
し
ま
し
た
。
18
日
は
希
望
者
に
よ
る
企
業
見
学
会
を

実
施
し
ま
し
た
。

　

本
学
か
ら
は
、
実
行
委
員
ス
タ
ッ
フ
（
教
員
）
10
名
、

学
生
ス
タ
ッ
フ
30
名
が
運
営
に
関
わ
り
、
大
会
の
成
功
に

大
き
く
貢
献
し
ま
し
た
。
大
会
は
、
”国
際
大
学
対
抗
“
と

銘
打
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
英
語
が
公
用
語
で
す
が
、
学

生
た
ち
の
事
前
準
備
の
甲
斐
も
あ
り
、
無
事
に
務
め
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
残
念
な
が
ら
、
本
学
学
生
は
コ
ン
テ
ス
ト
に
参

加
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
参
加
し
た
学

生
の
中
に
は
大
き
な
刺
激
を
受
け
た
者
も
い
て
、
今
後
の
コ

ン
テ
ス
ト
へ
の
参
加
が
実
現
し
そ
う
な
勢
い
で
す
。
情
報
系

教
員
も
一
丸
と
な
り
、
こ
の
よ
う
な
学
生
を
積
極
的
に
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
こ
う
と
、
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　

12
月
５
日
か
ら
７
日
間
の
日
程
で
、
協
定
校
で
あ
る
台

湾
の
中
華
大
学
へ
本
学
学
生
15
名
を
短
期
研
修
に
派
遣
し

ま
し
た
。
台
湾
を
初
め
て
訪
れ
る
学
生
が
多
い
中
、
現
地

の
生
活
習
慣
や
文
化
の
違
い
に
戸
惑
い
な
が
ら
も
、
同
世

代
の
中
華
大
学
生
と
仲
良
く
な
る
に
は
長
い
時
間
は
必
要

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
本
学
の

学
生
が
日
本
の
様
々
な
特
色
に
つ
い
て
観
光
地
や
食
文
化

な
ど
を
通
し
て
紹
介
し
質
問
に
答
え
る
授
業
や
、
中
華
大

学
の
授
業
に
参
加
し
て
日
本
語
の
学
習
を
始
め
た
ば
か
り

中
華
大
学
短
期
研
修

真剣に問題を解く選手たち
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結
し
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
は
、
本
学
の
学
生
が
、Ｏ
Ｃ
Ｐ（O

ff Cam
pus 

Program

）
に
よ
る
教
育
と
、
八
千
代
町
が
目
指
す
人
材

育
成
と
地
域
づ
く
り

の
方
向
性
が
一
致
し

た
こ
と
に
よ
る
も
の

で
す
。
本
学
の
Ｏ
Ｃ

Ｐ
は
、
学
外
活
動
で

経
験
値
を
高
め
、
社

会
に
つ
な
が
る
実
践

力
、
社
会
を
支
え
る

力
、
社
会
に
貢
献
す

る
意
欲
を
育
成
す
る

実
践
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

あ
り
、
八
千
代
町
と

の
連
携
・
協
力
に
よ

り
農
業
、
工
業
、
商
業
等
幅
広
い
産
業
分
野
に
活
動
を
広

げ
、
学
生
の
視
点
で
八
千
代
町
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と

が
期
待
で
き
ま
す
。
留
学
生
に
と
っ
て
も
八
千
代
町
と
の

交
流
で
学
ん
だ
こ
と
を
母
国
に
持
ち
帰
り
、
様
々
な
分
野

で
活
か
す
こ
と
で
、
真
の
国
際
化
へ
の
貢
献
も
期
待
で
き

ま
す
。

　

平
成
29
年
12
月
１
日
に
は
、
八
千
代
町
の
地
域
性
、
歴

史
、
文
化
、
産
業
、
名
所
、
特
徴
の
あ
る
施
設
な
ど
を
紹

介
し
て
い
た
だ
く
バ
ス
ツ
ア
ー
（
参
加
学
生
19
名
、
引
率

教
員
３
名
）
に
お
招
き
頂
き
、
こ
の
時
に
お
聞
き
し
た
事

や
調
べ
た
こ
と
を
元
に
、
そ
の
後
２
か
月
半
の
間
、
学
生

た
ち
が
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
っ
て
町
の
活
性
化
に
向
け
た

検
討
を
重
ね
ま
し
た
。
平
成
30
年
２
月
22
日
に
は
、
そ
の

成
果
発
表
を
行
い
、
成
果
発
表
の
後
に
は
八
千
代
町
商
工

会
の
皆
さ
ん
と
積
極
的
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
、
今
後
の

本
格
的
な
町
の
活
性
化
に
繋
が
る
交
流
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

筑
波
学
院
大
学
は
、
茨
城
県
八
千
代
町
の
商
工
会
と
の

連
携
・
協
力
に
関
す
る
協
定
を
平
成
29
年
９
月
15
日
に
締

八
千
代
町
商
工
会
と
連
携
協
定

起
業
を
目
指
す
食
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
信

　

２
０
１
８
年
２
月
22
日
（
木
）
よ
り
３
月
10
日
（
土
）

ま
で
、筑
波
学
院
大
学
附
属
図
書
館
に
「
お
い
し
い
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
」
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
図
書
館
カ
フ
ェ
を
構
想

し
、
起
業
に
し
た
の
は
、「
お
い
し
い
」
を
テ
ー
マ
に
ビ

ジ
ネ
ス
を
創
出
す
る
起
業
講
座
を
受
講
し
た
経
営
情
報
学

部
ビ
ジ
ネ
ス
デ
ザ
イ
ン
学
科
の
塚
原
正
彦
ゼ
ミ
の
学
生
た

ち
で
す
。
講
座
は
、茨
城
県
の
地
方
創
生
推
進
交
付
金
（
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
名
「
い
ば
ら
き
創
業
１
０
，
０
０
０
社
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
事
業
」）
の
選
定
を
受
け
開
講
さ
れ
ま
し
た
。

　

学
生
た
ち
の
多
く
は
、
地
域
デ
ザ
イ
ン
学
芸
員
を
め
ざ

し
て
い
て
、
こ
の
学
び
を
通
し
て
知
る
こ
と
の
で
き
た
地

域
の
産
品
の
中
か
ら
、「
紅
天
使
」（
さ
つ
ま
い
も
）「
や

よ
い
ひ
め
」（
い
ち
ご
）「
根
本
さ
ん
の
レ
ン
コ
ン
」「
イ

タ
リ
ア
ビ
オ
ワ
イ
ン
」
と
「
薄
づ
く
り
器
」（
笠
間
焼
）

な
ど
お
い
し
い
モ
ノ
づ
く
り
に
情
熱
を
捧
げ
て
い
る
起
業

家
た
ち
の
逸
品
を
集
め
ま
し
た
。

　

そ
れ
ら
の
お
い
し
い
も
の
や
コ
ト
を
マ
リ
ア
ー
ジ
ュ
し

て
カ
フ
ェ
メ
ニ
ュ
ー
を
開
発
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
お
い

し
い
モ
ノ
を
糸
口
に
も
っ
と
深
く
お
い
し
い
に
ふ
れ
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
２
０
０
冊
の
本
を
選
書
し
、
し
る
・
た

べ
る
・
つ
な
が
る
空
間
を
デ
ザ
イ
ン
し
ま
し
た
。

　

期
間
中
「
お
い
し
い
本
」
を
読
み
な
が
ら
、
こ
こ
で
し

か
食
べ
ら
れ
な
い
「
お
い

し
い
モ
ノ
」
を
い
た
だ
く

こ
と
が
で
き
る
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
に
は
、
た
く
さ
ん
の

人
が
訪
れ
、
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
体
験
を
楽
し
み
、
学
ん

で
も
ら
う
こ
と
が
で
き
、

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
が
ビ
ジ
ネ

ス
と
し
て
展
開
で
き
る
可

能
性
を
実
証
す
る
こ
と
に

成
功
し
ま
し
た
。

淡水にて

八千代町商工会秋葉一会長と大島学長

本とおいしいモノをリンクして快適な学びができます

の
１
年
生
や
上
級
生
と
も

交
流
し
ま
し
た
。
休
日
に

は
淡
水
な
ど
有
名
な
観

光
地
を
訪
れ
、
夜
市
で

は
美
味
し
い
も
の
を
食

べ
楽
し
い
時
間
は
あ
っ

と
い
う
間
に
過
ぎ
た
よ

う
で
す
。
無
事
に
帰
国

し
た
あ
と
で
、
事
前
に

行
っ
た
オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
で
の
準
備
や
中

国
語
で
の
自
己
紹
介
の

練
習
な
ど
が
役
立
っ
た

こ
と
、
ま
た
出
発
前
に

準
備
や
調
べ
て
お
い
た

方
が
よ
か
っ
た
こ
と
な

ど
、
参
加
し
た
学
生
個
々

に
感
じ
た
こ
と
や
思
っ

た
こ
と
も
違
い
、
異
文

化
を
体
験
す
る
良
い
機

会
に
な
り
ま
し
た
。

学院だより 2018年4月発行　9



（お問い合わせ先）  筑波学院大学
〒 305-0031 茨城県つくば市吾妻3-1 入試広報グループ
TEL. 029-858-4815 FAX. 029-858-7388
URL http://www.tsukuba-g.ac.jp　E-mail nyushi@tsukuba-g.ac.jp

◆平成31年度 筑波学院大学 入試日程
■AO入試【セミナー型】

区分

1期

区分

2期

3期

4期

5期

6期

セミナー開催日 出願資格認定通知日

出願期間（消印有効）

出願期間（消印有効） 本面談日 合格発表日

区分

A日程

B日程

区分

A日程

B日程

区分

A日程

B日程

C日程

区分

A日程

B日程

C日程

5月 13日（日）

6月 24日（日）

7月 22日（日）

8月 5日（日）

8月 26日（日）

3月 24日（日）

10月 27日（土）
28日（日） KVA祭同時開催

8月 25日（土） 8月 27日（月）

 8 月 1日（水）～ 8 月 20日（月）

 8 月 27日（月）～ 9 月 10日（月）

10月 22日（月）～ 11 月 5日（月）

1月 28日（月）～ 2 月 12日（火）

2月 25日（月）～ 3 月 11日（月）

出願期間（消印有効）

出願期間（消印有効）

出願期間（消印有効）

1月 28日（月）～ 2 月 12日（火）

試験日 合格発表日

試験日 合格発表日

11月 3日（土・祝）

12月 16日（日）

11月 5日（月）

12月 18日（火）

試験日

本学独自の
学力審査は
ありません

合格発表日

試験日 合格発表日

2月 10日（日）

3月 4日（月）

2月 12日（火）

3月 5日（火）

試験日 合格発表日

10月 14日（日）

2月 12日（火）

3月 15日（金）

10月 16日（火）

2月 13日（水）

3月 19日（火）

2月 13日（水）

3月 5日（火）

3月 19日（火）

10月 15日（月）～ 10 月 26日（金）

11月 26日（月）～ 12 月 12日（水）

1月 11日（金）～1月 28日（月）

2月 12日（火）～ 2 月 25日（月）

出願期間（消印有効）

1月 15日（火）～ 2 月 1日（金）

2月 12日（火）～ 2 月 25日（月）

2月 25日（月）～ 3 月 8日（金）

2月 19日（火） 2月 20日（水）

出願期間（消印有効）

9月 18日（火）～ 10 月 5日（金）

1月 15日（火）～ 1 月 29日（火）

2月 13日（火）～ 3 月 1日（金）

9月 21日（金）本面談はありません

本面談日 合格発表日

8月 27日（月）

9月 21日（金）

11月 13日（火）

2月 20日（水）

3月 19日（火）

8月 25日（土）

9月 17日（月・祝）

11月 11日（日）

2月 19日（火）

3月 18日（月）

8月31日（金） ～ 9月14日（金）

■推薦入試

■一般入試

■センター試験利用入試［大学入試センター試験日：1月19日（土）・20日（日）］

■社会人入試

■私費外国人留学生入試

■AO入試【自己推薦型/予備面談型/作品型】

オープンキャンパス 入試相談会

7 月 23日（月）

5月 26日（土） 6月 9日（土）

7月 24日（火）

7月 28日（土）

7月 25日（水）

9月 8日（土） 10月 14日（日） 11月 17日（土）

12月 8日（土） 1月 26日（土） 2月 23日（土）

授業公開期間
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合
唱
祭
実
行
委
員
長　

嶋
村
朋
美

　

ご
き
げ
ん
よ
う
。
１
月
25
日
練
馬
文
化
セ
ン
タ
ー
で
、

合
唱
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

長
い
間
練
習
を
重
ね
て
、

本
番
で
は
ど
の
ク
ラ
ス
も

練
習
の
成
果
を
発
揮
し
、

素
晴
ら
し
い
合
唱
を
発
表

し
ま
し
た
。
中
１
は
元
気

〒102-8341
東京都千代田区三番町22番地
TEL.03-3262-2255（中学）
TEL.03-3262-2256（高校）

URL http://www.kasei-gakuin.ed.jp/

　

新
入
生
の
皆
さ
ん
、
ご
入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
中
学
生
は
６
年
間
、
高
校
生
は
３
年
間
、
こ
の

家
政
学
院
で
過
ご
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。
合
格
通
知
を
受

新
入
生
の
皆
さ
ん
へ校

長
　
　
長
尾
　
宏

け
取
っ
た
そ
の
日
か
ら
、
皆
さ
ん
は
こ
れ
か
ら
始
ま
る
学

校
生
活
に
多
く
の
期
待
を
さ
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
新

し
い
友
達
と
の
出
会
い
は
き
っ
と
皆
さ
ん
を
更
な
る
成
長

へ
と
導
い
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

本
学
院
の
教
育
目
標
は
、
皆
さ
ん
全
員
が
希
望
す
る
進

学
先
に
進
む
こ
と
の
で
き
る
能
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
で

す
。
そ
の
た
め
に
本
校
で
は
次
の
３
つ
の
柱
に
沿
っ
て
指

導
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
学
力
で
す
ね
。
本
校
で

は
基
礎
学
力
を
し
っ
か
り
と
身
に
つ
け
る
こ
と
に
時
間
を

費
や
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
れ
を
も
と
に
論
理
的
思

考
に
裏
付
け
さ
れ
た
、
つ
ま
り
知
識
を
実
生
活
で
活
用
す

る
こ
と
の
で
き
る
「
真
の
学
力
」
を
身
に
つ
け
て
い
き
ま

す
。
そ
の
た
め
に
本
校
独
自
の
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
ア
ク

テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
）
に
沿
っ
て
、習
熟
度
別
授
業
、補
習
、

講
習
と
徹
底
し
た
少
人
数
で
の
指
導
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

次
に
、
自
分
の
個
性
あ
る
い
は
特
性
を
最
大
限
に
活
か
せ

る
進
路
選
択
が
で
き
る
能
力
を
「
進
路
指
導
」
に
よ
っ
て

身
に
つ
け
ま
す
。
本
校
の
進
路
指
導
の
特
徴
は
「
自
分
を

知
る
」
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
で
す
か
ら
結
果
と
し
て

後
悔
し
な
い
、自
分
自
身
が
納
得
の
で
き
る
進
路
に
巣
立
っ

て
ゆ
け
る
の
で
す
。
最
後
は
、
社
会
性
を
育
む
指
導
で
す
。

本
校
の
誇
る
「
ラ
イ
フ
キ
ャ
リ
ア
教
育
」
に
よ
っ
て
、
社

会
人
と
し
て
必
要
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
、デ
ィ
ベ
ー

ト
力
、
プ
レ
ゼ
ン
力
を
育
て
ま
す
。

　

在
学
中
に
こ
う
し
た
能
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
に
よ
っ

て
、生
き
る
力
（
学
力
・
人
間
力
）
が
身
に
つ
く
と
と
も
に
、

自
身
の
成
長
が
生
み
出
す
自
尊
の
心
（
自
分
を
好
き
で
い

ら
れ
る
、
大
切
に
思
え
る
、
誇
り
に
思
え
る
心
）
が
育
ま

れ
る
こ
と
で
社
会
に
貢
献
で
き
る
自
立
し
た
女
性
へ
と
成

長
で
き
る
の
で
す
。
学
校
生
活
全
般
を
通
し
て
、
皆
さ
ん

の
中
に
ま
だ
眠
っ
た
ま
ま
で
い
る
、
沢
山
の
「
潜
在
能
力
」

を
私
た
ち
と
一
緒
に
伸
ば
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

３
月
３
日
（
土
）
本
校
ロ
ー
ズ
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
高

等
学
校
の
卒
業
式
が
、
厳
か
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
沖
吉
理

事
長
、
矢
子
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
を
は
じ
め
、
多
数
の
来
賓
や
保

護
者
の
方
々
を
迎
え
、
卒

業
生
の
門
出
を
祝
福
し
ま

し
た
。
皆
勤
賞
22
名
の
代

表
と
し
て
鈴
木
萌
々
子
さ

ん
が
、
ま
た
大
江
賞
は
生

徒
会
活
動
で
活
躍
し
た
宮

野
葵
さ
ん
が
受
賞
し
ま
し

た
。
送
辞
は
在
校
生
を

代
表
し
て
北
川
ひ
よ
り

さ
ん
が
読
み
、
答
辞
は

卒
業
生
を
代
表
し
て
髙

橋
ひ
よ
り
さ
ん
が
読
み

上
げ
ま
し
た
。

卒
業
式

合
唱
祭
報
告

高校大江賞は『結』を歌った
H2Cでした。

で
明
る
い
歌
声
を
、
中
２
は
去
年
以
上
に
素
晴
ら
し
い
歌

声
で
、
中
３
は
人
数
が
少
な
い
な
が
ら
も
中
学
最
高
学
年

と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
歌
声
で
し
た
。
高
１
は
初
め
て
の
合

唱
祭
で
し
た
が
堂
々
と
し
た
歌
声
に
感
動
し
ま
し
た
。
高

２
は
最
後
の
合
唱
祭
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
ど
の
ク
ラ
ス

も
力
強
い
合
唱
を
ホ
ー
ル
に
響
か
せ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
全
員
合
唱
で
は
先
生
方
と
生
徒
全
員
で
中
島
み

ゆ
き
さ
ん
の
「
糸
」
を
歌
い
ま
し
た
。
人
生
、
悲
し
み
も

あ
る
。
良
い
こ
と
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
何
が
起
こ
っ

た
と
し
て
も
、
こ
れ
か
ら
の
人
生
を
一
緒
に
歩
い
て
い
こ

う
。
色
ん
な
糸
と
の
「
仕
合
わ
せ
」
を
楽
し
み
た
い
と
思

い
こ
の
曲
を
選
び
ま
し
た
。
会
場
も
盛
り
上
が
っ
て
笑
顔

で
溢
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ご
来
場
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

卒業証書授与の様子
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合
唱
祭
実
行
委
員
長　

嶋
村
朋
美

　

ご
き
げ
ん
よ
う
。
１
月
25
日
練
馬
文
化
セ
ン
タ
ー
で
、

合
唱
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

長
い
間
練
習
を
重
ね
て
、

本
番
で
は
ど
の
ク
ラ
ス
も

練
習
の
成
果
を
発
揮
し
、

素
晴
ら
し
い
合
唱
を
発
表

し
ま
し
た
。
中
１
は
元
気

　

２
０
１
８
年
度
入
試
の
合
格
先
は
、
３
月
７
日

現
在
、
次
の
と
お
り
で
す
。

進
路
報
告

2019年度入試（実施：2018年度）　東京家政学院高等学校・中学校　校内説明会 予定

１４１１１４１１１２１５１１１１１１１１１１１

学
校
名

大 

学
首
都
大
学
東
京

跡
見
学
園
女
子
大
学

大
阪
歯
科
大
学

大
妻
女
子
大
学

学
習
院
女
子
大
学

川
村
学
園
女
子
大
学

共
立
女
子
大
学

杏
林
大
学

実
践
女
子
大
学

淑
徳
大
学

順
天
堂
大
学

城
西
大
学

城
西
国
際
大
学

昭
和
大
学

昭
和
女
子
大
学

女
子
栄
養
大
学

女
子
美
術
大
学

白
百
合
女
子
大
学

成
蹊
大
学

聖
心
女
子
大
学

聖
徳
大
学

専
修
大
学

拓
殖
大
学

千
葉
工
業
大
学

津
田
塾
大
学

帝
京
科
学
大
学

帝
京
平
成
大
学

東
京
医
療
保
健
大
学

東
京
家
政
大
学

東
京
家
政
学
院
大
学

東
京
国
際
大
学

東
京
成
徳
大
学

東
京
電
機
大
学

東
京
福
祉
大
学

東
邦
大
学

東
洋
英
和
女
学
院
大
学

日
本
大
学

日
本
女
子
大
学

日
本
女
子
体
育
大
学

日
本
体
育
大
学

梅
花
女
子
大
学

フ
ェ
リ
ス
女
学
院
大
学

法
政
大
学

武
蔵
野
大
学

目
白
大
学

横
浜
薬
科
大
学

青
山
学
院
女
子
短
期
大
学

大
妻
女
子
大
学
短
期
大
学
部

共
立
女
子
短
期
大
学

人
数

学
校
名

人
数

１６１６１１４１２２１２１１１２１５３３１２１１１

25

◆中 学 校
キャンパスツアー 説明会
4月21日（土）
6月2日（土）
9月8日（土）

11月10日（土）

11：00
11：00
11：00
10：30

4月28日
5月26日
6月9日
7月29日
9月23日
11月10日
11月24日
12月23日
1月6日
1月12日
1月19日
1月26日

（土）
（土）
（土）
（日）
(祝）
（土）
（土）
（祝）
（日）
（土）
（土）
（土）

13：30
13：30
14：00
10：00
10：00
10：30
14：00
10：00
10：00
14：00
11：00
11：00

親子体験（体験型）
親子体験（体験型）
クラブ体験（体験型）
夏休み特別スタディー（体験型）
ばらフェスタ（体験型）
適性検査型対策 １
過去問題解説説明会
クリスマスイベント
適性検査型対策 ２
入試直前対策説明会
適性検査型対策 ３
適性検査型対策 ４

9月13日（木）
10月7日（日）
10月8日（祝）
1月15日（火）

10：00～15：00
10：00～15：00
10：00～15：00
13：00～15：30

東京武道館
本 校
本 校
練馬文化センター

体育祭（常磐祭第一部） 
文化祭（常磐祭第二部）入試相談実施
文化祭（常磐祭第二部）〃
合唱祭

10月1日（月） 11：00～12：30中学校・高等学校 授業見学会（東京都民の日）  

◆中学校・高等学校 共通

◆高等学校
キャンパスツアー 説明会
6月16日（土）
9月15日（土）

11：00
11：00

7月28日（土）
8月25日（土）
10月28日（日）
11月17日（土）
12月8日（土）
12月9日（日）

12月26日（水）

10：00
9：30
10：00
10：30
14：00
10：00

10：00

生徒会活動説明会
オープンスクール（体験型）
ばらフェスタ
キャリア＆進路指導説明会
入試直前対策説明会
入試相談会（２）
入試相談会（３）
※埼玉県在住の方対象

（問い合わせ先）
東京家政学院高等学校・中学校
〒102-8341 東京都千代田区三番町22番地
TEL 03-3262-2559
FAX 03-3262-2223

短 

期 

大 

学

成
人
を
祝
う
会

で
明
る
い
歌
声
を
、
中
２
は
去
年
以
上
に
素
晴
ら
し
い
歌

声
で
、
中
３
は
人
数
が
少
な
い
な
が
ら
も
中
学
最
高
学
年

と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
歌
声
で
し
た
。
高
１
は
初
め
て
の
合

唱
祭
で
し
た
が
堂
々
と
し
た
歌
声
に
感
動
し
ま
し
た
。
高

２
は
最
後
の
合
唱
祭
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
ど
の
ク
ラ
ス

も
力
強
い
合
唱
を
ホ
ー
ル
に
響
か
せ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
全
員
合
唱
で
は
先
生
方
と
生
徒
全
員
で
中
島
み

ゆ
き
さ
ん
の
「
糸
」
を
歌
い
ま
し
た
。
人
生
、
悲
し
み
も

あ
る
。
良
い
こ
と
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
何
が
起
こ
っ

た
と
し
て
も
、
こ
れ
か
ら
の
人
生
を
一
緒
に
歩
い
て
い
こ

う
。
色
ん
な
糸
と
の
「
仕
合
わ
せ
」
を
楽
し
み
た
い
と
思

い
こ
の
曲
を
選
び
ま
し
た
。
会
場
も
盛
り
上
が
っ
て
笑
顔

で
溢
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ご
来
場
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　

ご
き
げ
ん
よ
う
。
平
成
30
年
１
月
８
日
（
月
祝
）、
大
江
ス

ミ
記
念
ロ
ー
ズ
ホ
ー
ル
に
て
、「
第
６
回
成
人
を
祝
う
会
」
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
27
年
度
の
高
等
学
校
卒
業
生
約
70
名
が
、
美
し
い
晴

れ
着
姿
で
参
加
さ
れ
、
旧
友
や
恩
師
と
の
久
し
ぶ
り
の
再
会

に
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
で

は
、
景
品
の
多
彩
な
チ
ョ
イ
ス
に
盛
り
上
が
り
、
サ
プ
ラ
イ

ズ
企
画
と
し
て
、
高
３
の
時
に
書
い
た
「
20
歳
の
自
分
へ
の

手
紙
」
が
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

あ
づ
ま
会
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
役
員
の
方
々
、
ご
協
力
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

卒
業
生
の
皆
さ
ん
、
成
人
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
輝

け
る
未
来
に
向
か
っ
て
、
今
後
の
活
躍
に
期
待
し
て
い
ま
す
。
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若
芽
が
吹
き
バ
ラ
の
つ
ぼ
み
が
膨
ら
む
な
か
、
希
望

に
満
ち
た
皆
様
を
学
院
に
お
迎
え
し
、
５
年
後
の
創
立

１
０
０
周
年
に
向
け
て
飛
躍
を
期
す
べ
き
新
年
度
を
迎

え
ま
し
た
。

　

東
京
家
政
学
院
大
学
は
、「
食
」
を
柱
に
し
つ
つ
、
グ

ロ
ー
バ
ル
化
が
進
む
新
時
代
に
相
応
し
い
２
学
部
５
学

科
に
な
り
ま
し
た
。
中
学
・
高
校
・
大
学
の
10
年
を
見

据
え
な
が
ら
、
社
会
で
活
躍
す
る
ス
マ
ー
ト
で
エ
レ
ガ

ン
ト
な
女
性
の
育
成
を
目
指
し
ま
す
。
筑
波
学
院
大
学

は
、
地
域
と
共
に
歩
む
大
学
と
し
て
自
立
す
る
大
切
な

年
に
な
り
ま
す
。

　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
平
昌
冬
季
大
会

で
は
、
多
く
の
夢
と
感
動
、
勇
気
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

２
年
後
に
は
、
東
京
大
会
が
開
か
れ
ま
す
。
世
界
各
地
か

ら
訪
れ
る
皆
様
を
、
本
学
院
ら
し
い
温
か
な
心
と
技
・
知

で
お
迎
え
し
、
親
し
い
交
流
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
し
ょ
う
。

学
生
・
生
徒
の
皆
様
も
、
何
ら
か
の
形
で
積
極
的
に
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。

　

本
学
院
は
、
創
設
以
来
、
大
江
精
神
を
身
に
着
け
る

た
め
地
域
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
て
き
ま
し
た
。
皆

様
は
、
キ
ャ
ン
パ
ス
の
中
で
学
習
や
サ
ー
ク
ル
活
動
を

す
る
と
と
も
に
、
地
域
に
出
て
多
く
の
人
々
と
交
流
し
、

多
彩
な
体
験
を
重
ね
て
下
さ
い
。
さ
ら
に
、
地
域
の
方
々

を
キ
ャ
ン
パ
ス
に
招
き
、
共
に
学
習
す
る
場
と
し
て
参

り
ま
す
。

学校法人東京家政学院
〒102-8341
東京都千代田区三番町22番地
（代表電話番号）03-3262-2251

URL http://www.kasei-gakuin.ac.jp/houjin/

知識を高める
徳性を養う
技術を磨く

学
校
法
人
東
京
家
政
学
院

　
　
理
事
長
　
沖
吉
　
和
祐

　お寄せいただきましたご芳志は、各キャンパスの教育環境の整
備など学院の発展のため活用させていただきます。
学校法人東京家政学院の取組をご理解いただき、募金活動にご賛同
賜りますようお願い申し上げます。

お問合せ先
学校法人東京家政学院  募金事務局
〒１０２－８３４１ 東京都千代田区三番町２２番地
電話 :０３－３２６２－２２４２　FAX :０３－３２６２－２１７４
E-mail  bokin@kaei-gakuin.ac.jp

新
年
度
を
迎
え
て

　
　
　
〜
社
会
を
変
え
、未
来
を
拓
く
学
院
に
〜

　

新
入
生
、
在
学
生
の
皆
様
は
、
人

生
で
最
も
輝
き
、
変
化
す
る
時
期
で

す
。
キ
ャ
ン
パ
ス
の
内
外
で
、
互
い

に
学
び
合
い
、
競
い
合
い
、
励
ま
し

合
い
な
が
ら
、
未
来
を
拓
く
素
敵
な

体
験
を
重
ね
て
く
だ
さ
い
。同
窓
生
、

教
職
員
が
一
体
と
な
っ
て
皆
様
を
応

援
し
、
ま
た
、
地
域
と
共
に
在
る
グ
ロ
ー
バ
ル
な
学
院
と

し
て
発
展
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

「東京家政学院創立100周年記念募金」を
お願いいたします
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新
入
生
の
皆
さ
ん
、
ご
入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

「
あ
づ
ま
会
」
は
、東
京
家
政
学
院
高
等
学
校
の
同
窓
会
で
す
。

　

秋
の
常
磐
祭
の
時
に
は
、
皆
様
と
お
目
に
か
か
れ
ま
す
。

昨
年
の
体
育
祭
で
は
、
ド
ロ
ー
ン
が
登
場
し
ま
し
た
。

文
化
祭
で
は
、あ
づ
ま
会
の
お
部
屋
を
作
り
、卒
業
生
で
、プ
ロ
や
、

セ
ミ
プ
ロ
の
方
々
の
作
品
を
展
示
し
て
好
評
を
得
ま
し
た
。

　

今
年
も
お
部
屋
を
作
り
、
お
茶
を
用
意
し
て
皆
様
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

　

平
成
31
年
は
、
東
京
家
政
学
院
中
学
・
高
等
学
校
の
創
立
80

周
年
を
迎
え
ま
す
。
私
ど
も
、
あ
づ
ま
会
も
皆
様
と
ご
一
緒
に

お
祝
い
を
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

主
な
活
動
の
紹
介

　
　

・
総
会
・
懇
親
会
の
開
催

　
　

・「
あ
づ
ま
だ
よ
り
」
の
発
行

　
　

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
配
信

　
　

・
奨
学
金
給
付

　
　

・
常
磐
祭
の
参
加

　
　

・
成
人
を
祝
う
会
の
後
援

　
　

・
校
章
ス
ト
ラ
ッ
プ
、
タ
オ
ル
ハ
ン
カ
チ
、

　
　
　

あ
づ
リ
ー
ヌ
の
コ
ン
パ
ク
ト
ミ
ラ
ー
の
販
売

新
入
生
の
皆
様
へ

　

御
入
学
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

光
塩
会
は
、
学
院
で
学
ば
れ
た
方
々
の
同
窓
会
で
ご
ざ
い
ま

す
。
創
立
者
が
、
聖
書
の
一
節
「
あ
な
た
方
は
地
の
塩
で
あ
る
。

あ
な
た
方
は
世
の
光
で
あ
る
。」
か
ら
命
名
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
員
一
同
、
皆
さ
ま
の
御
入
会
を
歓
迎
し
、
新
し
い
学
生

生
活
の
始
ま
り
に
、
心
か
ら
声
援
を
送
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

学
院
に
は
、
多
く
の
宝
物
が
埋
蔵
さ
れ
て
お
り
ま
す
。「
良

い
師
、
良
い
友
、
よ
い
居
場
所
」　

今
、
あ
な
た
は
大
切
な
宝

物
に
囲
ま
れ
、
ラ
イ
フ
・
ス
テ
ー
ジ
の
素
晴
ら
し
い
時
期
に

お
ら
れ
ま
す
。

　

４
年
間
の
真
摯
な
学
び
の
日
々
に
は
、
あ
な
た
に
ふ
さ
わ
し

い
宝
石
を
発
見
す
る
喜
び
が
あ
る
こ
と
を
期
待
い
た
し
ま
す
。

キ
ャ
ン
パ
ス
に
漂
う
清
浄
な
空
気
を
沢
山
吸
っ
て
、
生
涯
の
指

針
と
な
る
「
光
と
塩
」
の
精
神
が
育
く
ま
れ
て
い
く
こ
と
を
会

員
一
同
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

光
塩
会
の
諸
活
動
に
是
非
御
参
加
い
た
だ
き
、
友
情
の
輪
を

広
げ
て
参
り
ま
し
ょ
う
。
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

光
塩
会
活
動
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

　
　

・
総
会
・
懇
親
会
の
開
催

　
　

・「
光
塩
」「
光
塩
会
だ
よ
り
」
の
発
行

　
　

・
奨
学
金
授
与

　
　

・「
Ｋ
Ｖ
Ａ
祭
」「
ロ
ー
ズ
祭
」
の
協
賛

　
　

・
全
国
46
支
部
、
各
支
部
の
諸
活
動

　
　

・
鑑
賞
会
（
歌
舞
伎
）、
講
習
会
（
白
糸
刺
繍
）

　
　

・
同
好
会

　
　
　
　

大
江
文
庫
を
翻
刻
す
る
会
、
遺
著
を
読
む
会
、

新
入
生
の
皆
さ
ま
へ

　東京家政学院創立１００周年記念募金へのご協力に、
厚く御礼申し上げます。ご寄付いただきました皆様へ
の感謝の意を込めまして、ここに御芳名をあげさせて
いただきます。[ 平成２９年８月～平成２９年１２月分 ]

　今年もローズ祭に合わせ開催いたします。
　どうぞ皆様お誘い合わせてお越しくださ
いませ。

日　時：平成３０年６月１７日（日）
　　　　１１：００～１５：３０ （ローズ祭開催日）
場　所：千代田三番町キャンパス

（１号館５階１５０８教室）
連絡先：光塩会会員部（担当  冨永・西村）

［光塩会事務局  ０３－３２６５－３６４６］

東京家政学院
創立100周年記念募金 寄付者御芳名

ほか匿名希望の寄付者９名

石 川  直 子
加 藤  清 香
込 山  弥 彦
篠 原  隆 子
関 根  慶 子
棚 橋  幹 枝
鳥 羽  則 子
野 口  豊 隆
府中 ひとみ
八 木  昭 代

石田 千恵子
河 田  敦 子
齊 藤  節 子
清 水      光
関 原  暁 子
田 宮  知 子
中 澤  孝 江
林      弘 子
又 吉  桃 子
湯 浅  絢 子

大 島  愼 子
木目田 文子
佐 原  成 夫
鈴 木      茂
田 中  清 章
田 村      武
永 島  初 江
原 澤  久 子
三 木  久 子
渡 辺      徹

沖 吉  和 祐
黒木 富士恵
澤田 三和子
関 口  綾 子
田中 美智子
寺田 ケイ子
永 山  ス ミ
深 石  照 代
森      洋 子

（敬称略・五十音順）

光
塩
会

　
会
長
　
永
山
　
ス
ミ

あ
づ
ま
会

　
会
長
　
澤
田
　
三
和
子

第3回 短大・学部
ホームカミングディのお知らせ

　
　
　
　

や
さ
し
い
英
会
話
、
ニ
ッ
ト
サ
ー
ク
ル
、

　
　
　
　

中
城
ふ
み
子
の
短
歌
を
学
ぶ
会
、

　
　
　
　

リ
ラ
・
フ
ラ
ウ
エ
ン
コ
ー
ル
（
コ
ー
ラ
ス
）、

　
　
　
　

星
の
王
子
さ
ま
を
語
り
合
う
会
、

　
　
　
　

白
糸
刺
繍
、
ピ
ー
ス
ア
ク
セ
サ
リ
ー
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東京新聞2017年5月16日付朝刊 『穂先タケノコそば』人気が掲載されました
（画像の中の女性スタッフが岩村もと子さんです）

現
代
家
政
学
科 

卒 

業（
Ｈ
26
）  

岩
村 

も
と
子

東
京
家
政
学
院
大
学 

現
代
家
政
学
部

人
間
栄
養
学
部

「
学
び
を
ビ
ジ
ネ
ス
へ
」 
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社
会
の
な
か
で

　

私
は
２
０
１
４
年
３
月
に
現
代
家
政

学
科
を
卒
業
し
鎌
倉
市
鎌
倉
山
に
あ
る

実
家
の
蕎
麦
と
会
席
料
理
の
店
「
檑

亭
」
を
手
伝
い
始
め
ま
し
た
。
鎌
倉
は

人
口
17
万
人
で
年
間
観
光
客
数
は
２
１

０
０
万
人
で
す
が
「
檑
亭
」
の
年
間
来

店
者
数
は
１
万
２
千
人
程
で
し
た
。

も
っ
と
観
光
客
に
も
地
元
の
方
に
も
来

て
頂
く
に
は
ど
う
し
た
ら
良
い
の
だ
ろ

う
と
考
え
、
「
宣
伝
」
「
メ
ニ
ュ
ー
の

開
発
」
「
営
業
」
の
３
つ
に
力
を
入
れ

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

こ
の
中
で
メ
ニ
ュ
ー
開
発
は
、
家
政
学

院
で
学
ん
だ
知
識
の
結
晶
な
の
で
開
発
し

た
商
品
２
つ
・
「
蕎
麦
屋
の
ま
か
な
い

チ
ー
ズ
ケ
ー
キ
」
「
穂
先
た
け
の
こ
蕎

麦
」
に
つ
い
て
ご
紹
介
致
し
ま
す
。

　

２
つ
共
開
発
コ
ン
セ
プ
ト
は
【
「
檑

亭
」
に
し
か
な
い
も
の
】
で
、
開
発
方
法

は
、
ア
イ
デ
ア
を
出
し
↓
類
似
す
る
も
の

が
な
い
か
を
調
べ
↓
試
作
・
試
食
を
繰
り

返
す
と
い
う
も
の
で
し
た
。
「
蕎
麦
屋
の

ま
か
な
い
チ
ー
ズ
ケ
ー
キ
」
は
グ
ル
テ
ン

フ
リ
ー
で
小
麦
粉
の
代
わ
り
に
そ
ば
粉
を

使
用
し
た
チ
ー
ズ
ケ
ー
キ
で
上
に
炒
っ
た

蕎
麦
の
実
を
散
り
ば
め
て
い
ま
す
。
テ
レ

ビ
で
紹
介
さ
れ
、
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
の
救
世

主
に
な
り
ま
し
た
。
「
穂
先
た
け
の
こ
蕎

麦
」
は
「
檑
亭
」
庭
園
の
見
所
の
１
つ
で

あ
る
竹
林
の
育
ち
切
っ
た
筍
を
利
用
し
た

商
品
で
す
。
こ
れ
は
卒
業
研
究
時
に
読
ん

だ
文
献
の
中
に
「
生
え
始
め
て
３
〜
４
ｍ

に
伸
び
た
竹
の
上
部
40
ｃ
ｍ
程
は
ま
だ
筍

で
食
べ
ら
れ
る
」
と
書
か
れ
て
い
た
こ
と

を
思
い
出
し
て
応
用
し
ま
し
た
。

　

こ
う
し
て
開
発
し
た
商
品
は
宣
伝
す

る
前
に
他
に
真
似
さ
れ
な
い
様
に
「
蕎

麦
屋
の
ま
か
な
い
チ
ー
ズ
ケ
ー
キ
」
は

意
匠
登
録
、
「
穂
先
た
け
の
こ
蕎
麦
」

は
商
標
登
録
と
権
利
の
登
録
を
行
い
ま

し
た
。
こ
れ
は
「
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
」

の
授
業
で
学
ん
だ
こ
と
で
す
。

　

私
に
と
っ
て
大
学
４
年
間
の
授
業
で

得
た
知
識
は
全
て
宝
物
で
す
。
こ
の
場

を
お
借
り
し
て
先
生
方
と
家
政
学
院
へ

心
か
ら
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
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間
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科 
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域
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治
子

東
京
家
政
学
院
大
学

研究室
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―

地
域
で
暮
ら
す
人
々
の
「
食
・
栄
養
」
に

問
い
か
け
、
そ
こ
か
ら
学
ぶ―

　

地
域
で
暮
ら
す
人
々
の
「
栄
養
・
食
」

の
あ
り
方
は
多
種
多
様
。
「
食
の
営
み
」

は
人
と
人
と
の
繋
が
り
と
、
食
物
の
生
産

か
ら
消
費
ま
で
の
、
フ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
の

双
方
か
ら
成
り
立
っ
て
お
り
、
健
康
を
維

持
す
る
と
と
も
に
、
文
化
・
伝
統
が
変

容
・
継
承
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

　

地
域
栄
養
教
育
研
究
室
で
は
、
地
域
で

の
さ
ま
ざ
ま
な
食
・
栄
養
活
動
の
実
践
介

入
を
行
い
な
が
ら
、
地
域
で
暮
ら
す
人
々

の
「
栄
養
・
食
」
の
構
造
や
、
そ
の
人
に

と
っ
て
よ
り
豊
か
に
生
き
る
た
め
の
栄
養

教
育
（
食
育
）
の
計
画
・
実
施
・
評
価
の

具
体
的
な
展
開
に
つ
い
て
の
実
践
研
究
を

進
め
て
き
て
い
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
は
、
キ
ッ
チ
ン
メ
ー
カ
ー
の

「
ク
リ
ナ
ッ
プ
株
式
会
社
」
と
の
共
同
研
究

（
写
真
①
）
で
子
ど
も
の
食
育
（
調
理
体
験

を
含
む
）
活
動
と
そ
の
た
め
の
教
材
開
発
に

関
す
る
研
究
や
、
Ｊ
Ｃ
総
研
と
の
共
同
研
究

で
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト
（
農
産
物
直

売
所
）
を
キ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
、
フ
ー
ド

シ
ス
テ
ム
に
注
目
し
た
栄
養
教
育
の
実
践
と

評
価
に
関
す
る
研
究
に
も
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
。
ま
た
、
日
本
の
伝
統
的
な
食
文
化
で

あ
る
「
和
食
文
化
」
が
平
成
25
年
ユ
ネ
ス
コ

無
形
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
こ
と
を
受

け
、
農
林
水
産
省
の
子
育
て
世
代
へ
の
和
食

文
化
普
及
事
業
と
し
て
、
管
理
栄
養
士
・
栄

養
士
の
研
修
や
、
食
生
活
の
改
善
意
識
が
高

ま
り
や
す
い
子
育
て
世
代
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と

し
て
、
和
食
で
子
育
て
応
援
サ
イ
ト
「
お
う

ち
で
和
食
」
か
ら
の
情
報
提
供
（
サ
イ
ト

②
）
や
、
伊
勢
丹
新
宿
店
で
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
「
和
食
育
の
す
す
め 

〜 

和
食
文
化
の
知

恵
で
は
ぐ
く
む
、
心
と
か
ら
だ
〜
」
に
も
、

大
学
院
生
や
学
部
の
学
生
と
一
緒
に
、
取
り

組
み
ま
し
た
。

　

平
成
30
年
度
は
、
保
育
所
・
子
ど
も
園

等
で
の
食
育
・
食
事
に
関
し
て
、
東
京
大

学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
附
属
発
達
保
育

実
践
政
策
学
セ
ン
タ
ー
と
の
共
同
研
究
が

は
じ
ま
り
ま
す
。
と
て
も
楽
し
み
に
挑
戦

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

学
生
の
豊
か
な
ア
イ
デ
ア
と
ね
ば
り
強

さ
が
頼
り
で
す
。
皆
さ
ん
、
研
究
室
を
の

ぞ
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。

農林水産省　特設サイト
http://ouchidewashoku.com/

クリナップ株式会社 
「わくわくキッチン！たべものへんしんきょうしつ」
https://cleanup.jp/oikura/event/waku_report.shtml

（写真①）（写真①）

（サイト②）（サイト②）


